
、

6目12日嫡瘡フ・レ幡麦

　　　　　　　斜キ蜻にて同崎酉紳
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昭和61年度第1次観測ロケット実験計画概要

　　　　　（昭和61年8～9月）

文部省宇宙科学研究所

　　　　　昭和61年6月
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昭和61年度第1次観測ロケット実験計画概要

　昭和61年度第1次観測ロケット実験においては、MT－135－45・46、　S

－310－17及びK－9M－80号機の合計4機による観測実験を行う計画で、そ

れぞれの実験寒露は次のとおりである。

ロケットi到達高度1水平距離1全重量i搭載計器重量i

　　　　｛（Km）1（Km）lt。nl（K9）1
観測目的

lMT－135－45　　｝　　63 50 O．07 2．2 上層の風・気温の観測i

lMT・13圃i〃　1〃　1〃　　〃　i．　　〃
S－310－17　1209
@　　　　1　　　　　1

220 0．72 1　　　50 夜間大気光のスペクト

汲ﾌ観測等
K－9M－80 1311 305 1．5 ’66

サブミリ波背景放射光

ﾌ観測等

1．実験実施責任者

　　字宙科学研究所長　　小　田　　稔

　　　東京都目黒区駒場4－6－1　〈TELO3－467。1111）

　　2．実験場所
●
　　　　宇宙科学概究所麗児島宇表店盟観測所
　　　　　　　　　リ　　　ノ　　　　　　　　　　　　リ　　　ノ　　　　

　　　　　東経1310445　北緯311500

　　　　　　髭児島県肝属郡内之浦馬長坪（TELO994－67－22質）

3．実験期間

　　昭和61年8月20日（水〉～8月26Ei（火）及び

　　　　〃　9月　6日（土〉～9月14日（日）

一1一



各ロケットの実験予定日は次のとおりである。

iロケット 実験予定日 実験時間帯 延期する場合の前平
　

！MT－135－45

i
i胴35－46
1

8月20ヨ（水＞i11：00～11：30
　　　　　　　き
11時00分及びi　　及び
13時。。分　h3：。。～13：3。

　　　　　　　犀

8月21日～8月26日

卿
’

1鱒014
Q

一S 9月6日（土）

22時00分

i9月6日　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i22：。0～22：30　i
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i9月7Ei～9月9iヨ｝
i23：3。～24：0。　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

9月7E3～9月9日

lK　。9　M－80

！
…

9月8日（月）

OO時OO分 OO：00　～OO：30

9月9日～9月14旨

4．警戒の範囲

　　陸上における警戒の範亟

　　　別紙（1）MT。135－45・46、　S－310。17、　K－9M。80号機に適用

　　海上におけるロケットの落下予想区域

　　　別紙　（2）HT－135．。45・46号機に適用

　　　〃　　（3）S－310－17号機に適用

　　　〃　　（4）K－9H－80号機に適用

5・実験の要領　　　　　　　　　　　　　●
　　（1）　実験は天候及び硲究上の都合によって延期することがある。延塑の理由が

　　　　天候によるときは、当日できるだけ早く報知する手段（ラジオ等〉を講ずる。

　　　　　また、二二上の理由によるときは、不測の二二に基づく場合以外はできる

　　　　だけ前日中に報知する手毅（ラジオ等）を講ずる。

　　（2）　実験情報の船憩、航空機に対する通報は概賂次のとおり行われる。

　　　ア．一般航行船舶に対しては、海上保安庁からの水路通報、航行警報による。

　　　　　　また、共局通信社（溝上保安庁誕供の航行警報を放送〉を通じても行う。

　　　イ．漁船に対しては、関係漁業無線局からの無線通信のほか、NHK鹿児島・
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　　宮崎、南日本放送、宮崎放送、大分放送各局のラジオ放送も行う。

　ウ．航空機に薄しては、運輪日航：空局からのノータムによる。

（3）　実験当日は観測所内に影干を掲げる。発射30分前に赤旗を掲げサイレン

　　を鳴らす。実験がi…没後に行われる時な赤旗のかわりに3糧の点滅式赤色ラ

　　ンプをつける。発射3分前に花火1発をあげる。実験三二後は花火2発をあ

　　げ、赤旗をおろし、又は赤色ランプを干す。

（4）　実験当日の警戒は陸上については鹿町島県警察、海上については第十管区

　　海上保安四部及び鹿児島県に依頼する。その下屋は打ち合せの上定める。

　　　また、航空については鹿児島空港事務所と連絡の上実験を行う。

　　　騒騒所付近の陸上及び早上については、宇雪科学研究所においても監視員

　　を観測所内に魏回し、また、観測所内に設置された海上監視レーダにより警

　　戒にあたる。．

（5）　実験に際しては、鹿児島海上保安部及び鹿児島空港事務所との閣に運纏用

　　通信回線を宇宙科学研究所が開設し、連絡にあたる。

（6）　新東京空港事務所並びに東京、福岡、那覇の各航空交通管制部へ各日ケッ

　　トの発射2時手前及び30分前に発射時間及び機種を通報する。

（7）　実験申は警戒区域内に一毅の人が立入らないように立札又は縄張りをする。

6．報道関係
（1）

（2）

報道関係者には、次の日時にロケットを公開して取材の三三をはかる。

MT。135－45・46　　　8月19日（火）　12：00～13：00

S－310－17　　9月　5日（金＞　12：00～13：00
K－9M－80　　　9月　6日（土）　12：0・0～13：00
実験の結昊については、実験終了後実験主任が概路の発表を行う。
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8．実験の内容

　MT－135一一45．46号機（8月20日（水＞11時00分打上げ予定〉

　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　〃　　　13時00分　　〃　　）

　MT－135－45．46号機は、中層大気構造運動を研究する目的で打ち上

げられるもので、発射後95秒でゾンデ部を切りはなし、パラシュ7トで降下さ

せることにより風・温度の測定を行う。

　なお、この実験は京都大学Muレーダー及び気象庁綾里における定常気象観測
と醗に行うことで、ほぼ等騙に位置する三点で鯛貯一タを得ること胡●

的にしている。

　S一一・310－17号機（9月6日（土＞22時00分打上げ予定）

　．このロケット実験の目的は、夜間大気光の総合観測で、二つの放射計と一つの

分光計を用いて行われる。放射計は酸素原子が放射する緑色（557．7nm）と酸素

分子が発光するヘルツベルグ帯の紫外光の高度分布を3波長で測定する。

　分光計は波長250～400n鵬の夜間大気光のスペクトルを観測する。この波長域

には種々の分子から放射される光が含まれるので、この測定により、それら分子

の励起状態の高度分布が得られる。

　また、ロケットの姿勢を決定するために星センサーが搭載される。

K－9M劇80号機（9月8日（月＞00時00分打上げ予定）　　●
　このロケット実験の主な目的は、サブミリ波領域の宇宙背景放射光の観測であ

る。これは、字宙初期に起ったと考えられているピックバンの残照を晃るもので、

宇宙初期における物理現象を明らかにするために行われるものである。

　観測は波長100ミクロンから1ミリメートルの問の6色革時測光を、液体ヘ

リウムで冷却させた観測器によって行う。
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○

　　　　　　　　　　　　　　　MT－135－45．46
別紙（1）陸上における警戒区域｛S－310－17　　　　｝号機に適用

　　　　　　　　　　　　　　　K一・9M－80
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　　《MT－135－45，46）
回S－3・Q－17

N
ノ
ー
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別紙（2）海上に澄ける落下予想区域

　　　　　　　　　（MT－135－45・46号機に適用）

　　　　　　　　　L（発射点）
児31。15’000’N．131。04’45”E
　　Lx志布志湾
　　　　　　　　　　　　o　　　　　　発進方向145

屋久島
〈：〉

　
種
子
島

0

　o　　　’　　　”　　　　　　　o　　　，　　　〃

305200N．1312300　E
を中心とする半径8・1NM（15Km）の円

し－0　　27．　ONM　（50Km）

●’
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別紙（3）海上に澄ける落下予想区域

　　　　　　　　　（S－310一一17号機に適用）

　　　　　　　　L（発射点）

　　：L　志布志湾

　　　　　　発進方向1450

．　13fo4’45”E

屋答

種
子
島

0

　リ　　　ノ　　　　　　　　　　　　リ　　　ノ　　　ぴ

29　36　00N．　1322400　E

を中心とする半径32・4NM（60Km）の円
し－0　　118．　7　NM　（220Km）
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別紙（4）海上に澄ける落下予想区域

　　　　　　　　　（K－9M－80号機iに適用）

児

屋久島

　　　　　L（発射点）
　　　　　　　31。15’00”N．　131004’45びE

職志布志湾　　　　　　　　　　●
　　　　発進方向1350
　　　　　　　　　1段目
　　　0　　　　　　　　　　ゐ　　　ノ　　　が　　　　　　　も　　　ノ　　　ゑク

　　　　　　　　　305800N．1312500　E

0

2段目
　の　　　ノ　　　ガ　　　　　　　　ウ　　　ノ　　　　

291800N．1332000　E
を中心とする半径37・8NM（70Km）の円
1」一〇　　164．　6NM　（305Km）
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昭和61年度第1次観測ロケット実験の観測

　　　んπ
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宇宙放射線

冤　離　層

字
宙
線

　　　K鰯9M－804

S－310－17
可紫X電
堤外

線線線子

中　間　圏

…一t1＼．曾
　　　　　　気球

lMT－135－45．46

成　層　圏

対　流，圏
　　重 ＿鋤∠2　．γ

　　　　　　　　＿一　　一一駒噂　一

K－9M－80号機
サブミリ波背景放射光

の観測

s－310－17号機
大気光の観測等

MT－135－45，46号機
上層風・気温の観測
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打上げ済み科学衛星等一覧

名　　　称 観　測　項　目
価1止

ikg）

軌道瀦慧（kの　（傾斜川d・“）

打上げ川ロケット ロ　ク　ッ　ト　槻　要 打上げ年月日

お　お　す　み
人工衛星打上げ白白の習細と
q星についての工学的試鹸

24

　學■　一喝・鱒　　一

R50～5」40
i31o） 1．一4S－5 4段式固体燃料ロクット 45．2．U

試験　衛　星
ｽ　ん　せ　い

衛星の機能試験等 63
99‘〕～1．110

i3‘｝。） M－4S－2
全段固俳燃料の4段式ロケット最
I殿打81乳し力向姿勢制御装搬付 46．・2．16

箪1号科学衛星
ｵ　ん　せ　い

太陽電波、宇宙線、白白層の

ﾏ測
66

870～1。870
i32『》 M－4S－3 〃 46．9．28

箪2号科学衛星
ﾅ　　ん　　ば

プラズマ波、地磁気等の観測 75
250～6．570
i300） M－4S－4 〃 47，8．19

訊　験　衛　星

ｽんせい2号
衛星の姿勢制御試験等 56

290～3．240
i3瞳。） M－3C－1

金福福縄二の3段式ロケット節2
iに姿勢制御装皿及び三尊制御
輔｢（TVC）

49．2．16

箪3号科学衛星
ｽ　い　よ　5

太陽軟X線、太陽真空紫外放
ﾋ線等の観測

86
260～3．140
s320） M－3C－2 〃 50．2．24

試験　衛　星たんせい3号
衛星の新しい手勢制御テスト 129 790～3．810

e660） M－3H－1
M－3C型の1段目を十艮くし
ｽもの 52．2．19

鋸5号科学衛星
ｫ‘っこ　う

衛星によるオーロラ1壊二等・ 126
630～3．970
i650） M－31卜一2 〃 53．2．　4

第6号科学衛星
ｶ　き　け　ん

電子蜜度、粒子線プラズマ波
凾ﾌ観測

90
227～30．051
i湖。） M－3H－3

〃 53．9．巳6

弟4号科学三星
ﾍくちよ　う

X三星の時二二動の観潮と超
薰w線観測

96 545～577
i29．go） M－3C－4

全段固体の3段式ロケット節2
iに姿勢制御袋皿及び誘導制御
葡u（TVC）

54．2．21

試験　衛　星
ｽんせい4号

節ゴ二二隣の科学衛星に必饗
ﾈ抜術に関する詰坐験

185 520～605
i38．7。）

M－3S一重　　　　　　○

全段固体の3段式ロケット郷1
iに姿勢制御装雌及び1甜トモー
^型口・一ル制御装丁（SMaC）

55．2．17

箪7号科学衛星
ﾐ　の　と　り

太陽硬X線、太陽軟X白白の
ﾏ測

188 576～644
i31．30） M－3S－2

〃 56．2，2重

箪8号科学衛星
ﾄ　　ん　　ま

X線天文学衛星
??蛹?ｾ豊観測

216 497～503
i3L510） M－3S－3

〃 58．2．20

箪9号科学衛星
ｨ　お　そ　ら

中野大気の観測 207

　鞄一〇醇

R57～878
i斐犠oo） M－3S一：4

．　　　　　　〃
59．2．厘4

試験傑査機
ｳ　き　が　け

超遠囁離通信、二三制御等の
V技術の一蹴

138
近日点121．7×1‘ρ

唐P1点151．4×106 M－3S“一・1

中型衛量及び二二探査機打上げ
?ﾆしてM－3S型を改艮・舗
父uースタに可動ノズル採川

60．1．　8

惑星探査機
ｷ　い　せ　い

惑星間プラズマ及びハレー慧
ｯの紫外領域における矧測

140 近日点mo．5×100
涛咩_151．4Xmo M－3SII－2．

〃 60．8．19

’

’


